
今回のごみ減量の絵は、このままスーパーのレジ袋を使い
続けると地球が汚れてしまうので、エコバッグを使ってもら
おうと思って描きました。

町内会では20年前から地域美化活動
も行っています。

ごみを減らす 繰り返し使う 分けて資源にするごみナクナーレは、環境に配慮した紙とインクを使用しています。
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ごみになるものを作らない　燃やさない　埋め立てない

～「ごみゼロ」への願いを込めて～

ごみナクナーレの発行について
ごみの減量と資源化を楽しみながら取り組んでいただけるよう、市民や市民団体、事業者の取り組みを中心に

ごみに関する情報を分かりやすく伝えます。

南つくし野小学校から町内会へ、小学校4年生が描いた絵の展示依頼がありました。以前、依頼された際は地域美化が
テーマだったので、駅前を中心に展示しました。今回は、ごみ減量が目的に描かれた絵なので、資源集積所に展示すること
になりました。そして、昨年の10月から12月中旬まで、南つくし野の資源集積所15箇所で青空展覧会を開きました。
たくさんの作品を展示し、メッセージを伝えるために、毎週小学校の皆さんで張り替え、ごみの減量を訴えました。

南つくし野小学校では、社会科の授業で「ごみのゆくえ」について学習
しました。総合的な学習の時間で、その発展として「ごみ減量大作戦」
を実施しました。伝えたいことをポスターで表現し、地域のごみ減量
に役立てるねらいがあります。

ごみ減量大作戦とは、町内会と小学校の協力により資源集積所に児童の絵を展示して、
地域のごみ減量を目指すものです。

資源集積所に展示された小学校児童の絵
ごみ減量への

みんなの思いが

伝わってきます。

街がきれいになって
気持ちいいね。

エコバッグちゃん
ごみに関する質問や感想を
市民代表として伝えます

収集のオジさん
3Rに関することならなんでも知っています

エコバッグちゃんファミリー
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南つくし野小学校  木村 開さんとその作品


